
電気光学素子

ナノ繊維と液晶の複合体を用いた白濁ー
透明のスイッチング機能を示す表示素子
繊維と液晶の屈折率の差を利用した偏光板不要の表示素子

　繊維と液晶の複合体を利用した新しい電気光学素子の研究を進めています。液晶中に繊維構造
が形成されると液晶配向を安定化でき、明暗の応答時間が短くなります。繊維と液晶の屈折率差
を利用した新しい表示方式では、白濁と透明のスイッチング機能を示し、低電圧駆動と高速応答
が可能となります。

 従来技術との比較 
　従来の液晶単独の表示素子では偏光板や配向膜
が必要ですが、繊維と液晶の複合体を利用した本
表示素子はこれらが不要です。

 研究技術の実用の可能性 
用途・応用分野
　スマートウインドウ、遮蔽スクリーン、電子ペー
パー、大形電子案内板等への応用が期待されます。

特長
・低電圧駆動、高速応答、偏光板・配向膜不要
・製造工程が簡単で製造コストが安い

 研究技術の裏付け 
　エレクトロスピニング（静電噴霧）法で作
製された繊維シート（図 1）と液晶の複合体は、
一対の基板電極間にナノ繊維と液晶が挟まれ
た構造をしています。液晶は電圧を印加する
と電界方向に配向し、このとき液晶と繊維の
屈折率が一致すると透明になります。電圧を
除去すると液晶の配向は元に戻り、繊維との
屈折率差が大きくなり白濁します（図 2）。
　電圧の onと off で透明－白濁するスイッチ
ング機能を示し、偏光板を必要としない表示
素子の作製が可能です。

図１　繊維シートの顕微鏡写真

図２　電圧 on-off の液晶配向と屈折率変化
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　また、この表示素子は低電圧駆動で高速応答が可能です（図 3および図 4）。
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　　構造・機能材料

・高分子と液晶の複合膜の構造に関する研究
・高分子と液晶の複合膜の表示に関する研究
・繊維－液晶複合体の電気光学特性
・液晶－シリカ粒子分散系の構造制御
・皮膚と布の擦れに関する研究

図３　駆動電圧と透過率
（繊維シートの厚み　A: ２μ　B: ４μ）

図４　透過率の時間変化
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